
 

 

 

 

 

 

 

 

 「あっ、ポスターがはがれている！ これ、留めた方がいいよね。」 

「そうだね。近くに画鋲が落ちているかもしれないよ。危ないから探したほうがいいんじゃない？」 

その日は風が強く、時折突風も吹き付ける荒れた天候の日でした。生徒昇降口の掲示物が外からの強風にあお

られたせいか、何枚かの掲示物がはがれ落ちそうになっていました。たまたまそこを通りかかった１年生の男女

数名。それを見て素通りせず、足を止めて復旧を試みていた生徒たちを目の当たりにし、感心させられると同時

に、自分が中学生だった頃、果たして同じふるまいができただろうかと考えさせられました。 

「床に落ちているゴミを跨いではいけない。」「はがれかかっている掲示物を放置してはいけない。」教員になり

たての頃、先輩から口酸っぱく言われた教えは、今ではさすがに身に付いています。しかし、中学生の頃の自分

にそうした感性や行動力があったかと問われれば、正直なところ、まったくもって自信がありません。「自分さえ

よければいい」「自分には関係ない」ではなく、わざわざ足を止めて対応した生徒たちを誇らしく感じます。 

さて、今から数年前、「ゴミは、人が落とした運」というエピソードがメディアで取り上げられ、話題となりま

した。昨シーズン、米大リーグで「50―50」（50本塁打、50盗塁）というメジャーリーグ史上初の偉業を成し遂

げ、今シーズンも連日その活躍が報じられているドジャースの大谷翔平選手の話です。 

大谷選手が日本の野球ファンのみならず、世界中の多くのファンから称えられ愛される理由は、「二刀流」の活

躍や並外れたパワーとスピード、そしてスキルの高さはもちろんですが、彼の人柄や人間性のすばらしさにある

と言われています。 

彼が現在のチームであるドジャースに移籍する前、エンジェルスで活躍していた頃のエピソードです。 

試合中、一塁へ向かう途中でフィールドに落ちているゴミをさりげなく拾い上げ、自分のポケットに入れ込む

姿。ときに相手選手の折ったバットを拾いに行き、相手に手渡すふるまい。 

「ゴミは、人が落とした運。ゴミを拾うことで運を拾うのだ。そして自分自身にツキを呼ぶ。そういう発想を

しなさい。」 

高校時代の恩師である野球部監督のその教えが原点にあるそうです。 

その教えを守り、その後も継続し、自らの習慣、生き方としている点が大谷選手のすごさだと思います。はじ

めの動機こそ、自分の「運を上げ、ツキを呼ぶ」ためであったとしても、その行動が習慣となることで自分以外

のこと、他者や周囲のことに気付く目が養われ、結果、人のため公のために行動できる人となっているのであれ

ば、それはすばらしいことではないでしょうか。 

本校の目指す生徒像は、「気遣いと貢献のできる生徒」です。はがれそうになっている掲示物や落ちているゴミ

に気づく感性を備え、「ゴミを拾って運を拾う」意識を持って、それを日常的に行動に移すことで周囲や他の人に

気遣いのできる、豊かな心と行動力を持った入間野中生に成長してほしいと思います。 

 
 

 
 

５月１１日（日）、通信陸上大会の市内予選が狭山台中学校 

 で行われました。おもな成績は以下の通りです。（敬称略） 

○ 砲丸投   第１位       （３年）  

○ 走幅跳   第１位       （３年） 

         第３位        （３年） 

○ 400ｍＲ  第３位    入間野中 男子チーム 

そのほかにも、短距離や長距離の各種目で力走する入間野中生の姿が光っていました。とくに男子400ｍR 

の予選、決勝での粘り強い闘いぶり、逆転劇は圧巻でした！ 第1位となった２人は県大会へ進みます。 

 

 

★女子個人戦  第３位 ：      （３年）＆      （３年） ペア 

志高く                             狭山市立入間野中学校 

心豊かに                              生徒数 ４９２名 

自らを鍛える生徒       令和７年度  ６月号       TEL  04-2959-9311 

入間野愛 
 

競技以外でも大会の運営を支えた入間野中陸上部員 



 

 
本校は学校運営協議会を立ち上げ、コミュニティ・

スクール（地域運営学校）となって本年度で４年目を

迎えます。５月10日に第１回 学校運営協議会を開催

し、委員の方々への委任状交付や学校経営方針の説明

及び承認、情報交換などを行いました。 

コミュニティ・スクールは、保護者や地域の方々に

一定の権限と責任をもって学校運営に加わっていただ

くことにより、「地域とともにある学校」を目指すもの

です。市教育委員会から委嘱を受けた６人の委員の

方々に校長と教頭を加え、年３回の協議会にて協議を

重ねていく予定です。 

学校が地域に支えていただくメリットがあるだけ

でなく、地域も学校運営への参画を通じて地域活動の

活性化や「学校を核とした地域づくり」につなげるこ

とができるといったメリットがあります。 

つまり、学校と地域とが互いに Win-Win の関係で

関わり合うことができるというしくみです。 

学校運営協議会の６名の委員の方々です。 

会長          様（地域関係機関職員・保護者）  

副会長        様（地域住民） 

委員          様（ＰＴＡ・保護者） 

委員(新)       様（地域関係行政機関職員） 

委員          様（学校応援団・本校ＯＢ） 

委員(新)       様（地域住民・本校ＯＢ） 
 

 

２年生の宿泊学習（西湖・富士山麓方面） 
「すべてのプログラムがオンタイムで実施できた

のがすばらしい。オン・オフの切り替えができる生徒

たち。」「自分たちで考え、動く姿が頼もしかった。」 

引率した教職員からはうれしい報告が相次ぎました。 

山登りやキャンプ 

ファイヤー等、普段 

できない貴重な体 

験を仲間と共有し

た思い出は、いつま

でも生徒の心に残

ることでしょう。 

１年生の校外学習（川越） 
「小江戸川越」の歴史、文化に触れ 

ながら、班行動を通じて学年・学級の 

絆を深めた一日でした。普段通りの元 

気のよさを発揮しつつ、巡回している 

教職員と街中で出合った際、どの班 

も気持ちのよいあいさつができたそ 

うです。あいさつは人間関係づくり 

の「原点」。これからもその姿勢を 

大切にしてほしいと思います。 

 


